様式第１号
（出生時）育児休業申出書

	                                   　　　　 　　　　　　　　　　　　申出日　　　　年　　月　　日
   国立大学法人琉球大学長   殿
□出生時育児休業　　　　　　　　　　 申出者　所 属
下記のとおり　　　　　　　　　 の取得を申し出ます。　　　　職 名
□育児休業　　　　　　　　　　　　　　　　  氏 名

	

	

	

	

	

	

	 １ 申出に係る子
	 ２ 申出者以外の子の親

	    氏　　　　名
	
	    氏　　　　　名
	

	    本人との続柄
	
	    子との同・別居
	   □　同居　 □　別居

	    生年月日
	 　　　　年　　月　　日生
	    就業の有無
	   □　有      □　無

	    養子の場合の
    縁組成立年月日
	 　　　　年　　月　　日
	

	 ３ 申出に係る子が生まれていない場合の出産予定者の状況

	    氏　　　　名
    出産予定日
    本人との続柄
	

	
	  　　　　年　　月　　日

	
	

	 ４ （出生時）育児休業の期間

	　　年　　　月　　　日 から 　　　　　年　　　月　　　日 まで

	※出生時育児休業を２回に分割して取得する場合は、原則、２回分まとめて申し出ること
　　年　　　月　　　日 から 　　　　　年　　　月　　　日 まで

	 ５ 申出に係る状況

	  (1) 休業開始予定日の１か月前（出生時育児休業の場合は２週間前）までに申し出ていない場合、申出が遅れた理由
	申出が遅れた理由：

	  (2) 申出に係る子について（出生時）育児休業申出の撤回の有無と再度の申出の理由
	  □　無　　□　有　（□出生時育児休業　□育児休業）
  再度の申出の理由：

	  (3) 申出に係る子について育児休業をしたことがある場合、再度の休業の理由
	前回の育児休業期間
  　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで
  再度の休業の理由：


（注）①　この申出書には、申出に係る子の氏名、申出者との続柄及び生年月日を証明する書類（医
　　　　師又は助産師が発行する出生（産）証明書、母子健康手帳の出生届出済証明書、官公署が発
　　　　行する出生届受理証明書などのいずれか）を添付すること（写しでも可）。
　　　②　子の出生前に申し出る場合は、「４ （出生時）育児休業期間 」欄は出産予定日以後の期間とし、
証明書類の添付は、出生後速やかに行うこと。
（参考）出生時育児休業の説明資料については、裏面をご参照ください。

　　●出生時育児休業と通常の育児休業との比較

	
	出生時育児休業
	育児休業

	取得可能期間
	・出生日または出産予定日から
８週間以内（下記参照）のうち最大４週間
・原則２回まで分割可能
	・子が３歳（非常勤職員の場合
は原則１歳）に達する日まで
・原則一子につき２回まで

	申出期限
	・原則、出生時育児休業開始予
定日の２週間前の日まで
	・原則、育児休業開始予定日の
１月前の日まで



　●出生時育児休業の取得可能期間






Ⓐ早く生まれた


Ⓑ予定日どおり


Ⓒ遅く生まれた
予定日
予定日の８週間後
出生日
出生日
出生日の
８週間後















　●出生時育児休業取得のイメージ図

・分割して２回取得可能⇒合計４週間以内の取得
　（１回で４週間取得も可能）
・２回取得の場合、原則、２回分まとめて申し出る

　　　　　　　　　　　　　　　８週間以内に取得　



出生日または出産予定日８週間
出生日または出産予定日


父

出生時育休①
出生時育休②



出生時・退院時等
里帰りから戻る
タイミング時等




